
 
 
 
 

代理打刻を防止し、タイムカードの管理費も削減！ 
 

 

 
 

 指の静脈認証により個人認証を行います。 

 代理打刻を防止し、タイムカードの運用コストも削減します。 

 静紋がご利用できない人は、ＩＤとパスワードで代用できます。 

 勤怠区分（名称及びコード）は MAX１６項目まで任意設定可能です。 

 勤怠区分は設定した任意の時間に自動切替が可能です。 

 任意の勤怠区分の打刻時に音声メッセージを鳴らせます。

（例：出勤時の音声メッセージ「おはようございます」） 

 ＣＳＶ形式で勤怠データが取り出せます。 

 勤怠データの出力先は任意設定可能です。これによりサーバに収集する事も可能です 

 出退勤時はタイムレコーダとして、普段はパソコンとして利用できます。 

 

静脈認証 パソコン・タイムレコーダ 

静脈認証 パソコン・タイムレコーダ 

静紋センサーＪ３００ 

日立ソフトエンジニヤリング社 

機 能 



 
 静脈認証は、比較的手荒れに強いと言われています。 

 アルバイトなどの、従業員の入れ替わりが多いお客様に最適です。 

 多店舗展開をしており、導入場所が多いお客様に最適です。 

 タイムカードの管理は不要になります。 

 打刻データを給与計算と連動すれば、給与データ入力の手間が省けます。（別途、勤怠

時間集計処理の仕組みが必要になります） 

 お客様の環境やご要望に併せてカスタマイズいたします。 

 動作環境 

○指静脈センサー 静紋Ｊ３００（日立ソフトウエアエンジニヤリング株式会社） 

･ インターフェイス USB2.0(1.1) 

･ 温度（使用時） 5℃～35℃  

･ 湿度（使用時） 20% - 80%（但し、結露なきこと） 

･ 販社 日立ソフトウエアエンジニヤリング株式会社 

http://hitachisoft.jp/johmon 

○パソコン 

･ Windows 2000 Professional/Server(SP4), Windows XP Home / Professional, 

Windows Vista, Windows Server 2003(SP1,R2) 

ご注意 

静紋センサーは生体の情報を読み取り、読み取った静脈パターンと事前に登録しておいた

静脈パターンとマッチングする事により本人かどうかを判断します。 

よって、個人の生体特性や利用環境などにより、想定した性能を発揮できず利用が困難な

人がいます。 

そこで、確実性の向上と高速照合の為に、ＩＤコードの併用をご推薦いたします。 

生体認証の特性を十分ご理解いただきご導入のご検討お願いいたします。 
 

特  徴 


